
繰り返す南海地震からの教訓
自然災害伝承碑 に刻まれた先人のメッセージ

四国各地の自然災害伝承碑には、過去の南海地震から命を守るための教訓が刻まれています。

昭和南海地震
80年

①
揺れたら
すぐ高台へ逃げる
地震の揺れを感じたら、
海辺にとどまらず、
山や高台など安全な場所へ
避難することが重要です。

⑤
災害は忘れたころに
やってくる
「昔話」と思ったころに、
同じような災害は繰り返し
発生します。
石碑は未来への警告です。

④
地盤沈下が
暮らしを変える
地震後は土地が低くなり、
浸水することがあります。
生活や産業にも
大きな影響を与えます。

③
津波は何度も来る
避難した後も、避難情報を
確認しながら安全な場所に
留まることが重要です。

②
海辺に近づかない
津波発生時に
海辺へ向かうことは
大変危険です。

地理院地図で見るポイント
色別標高図を表示して、周辺の高台や避難
に適した場所を確認してみましょう。

地理院地図で見るポイント
色別標高図を重ねると、低地や地盤沈下の
影響を受けやすい地域を確認できます。

地理院地図で見るポイント
津波浸水想定や標高を確認し、津波の影
響範囲を考えてみましょう。

地理院地図で見るポイント
海岸線や河川の形状を確認し、津波がどの
ように到達するか考えてみましょう。

あなたの地域は？
□ 自宅から最も近い高台を知っていますか
□ 家族との避難場所を決めていますか
□ 地理院地図で標高を確認しましたか
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過去の災害を知ることは、未来の命
を守ることにつながります。ぜひ地理
院地図でお住まいの地域の地形や
避難場所を確認してみてください。

あなたの地域は？


